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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

 

回次
第20期

第１四半期連結
累計期間

第21期
第１四半期連結
累計期間

第20期

会計期間
自 2016年１月１日
至 2016年３月31日

自 2017年１月１日
至 2017年３月31日

自　2016年１月１日
至　2016年12月31日

売上収益 (千円) 4,099,324 3,660,788 16,845,658

営業利益 (千円) 2,073,221 1,972,098 5,012,745

税引前四半期(当期)利益 (千円) 1,807,081 2,428,990 4,151,780

四半期(当期)利益 (千円) 1,118,227 1,517,523 1,036,238

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)利益

(千円) 1,084,104 1,517,797 933,310

四半期(当期)包括利益 (千円) 903,030 1,462,626 875,658

親会社の所有者に帰属する
四半期(当期)包括利益

(千円) 868,908 1,462,900 772,730

資本合計 (千円) 23,251,795 21,340,794 20,939,977

資産合計 (千円) 25,971,172 23,534,619 24,419,261

基本的１株当たり四半期(当期)利益 (円) 10.13 14.16 8.71

希薄化後１株当たり四半期(当期)
利益

(円) 9.95 14.11 8.63

親会社の所有者に帰属する持分合計 (千円) 20,886,039 21,342,645 20,941,554

親会社所有者帰属持分比率 (％) 80.4 90.7 85.8

営業活動によるキャッシュ・フロー (千円) 424,625 81 5,248,835

投資活動によるキャッシュ・フロー (千円) △392,075 2,452,408 △693,189

財務活動によるキャッシュ・フロー (千円) △1,084,760 △1,082,186 △1,167,240

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 11,879,516 17,842,759 16,543,220
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いません。

２．売上収益には、消費税等は含まれていません。

３．上記指標はIFRSにより作成された要約四半期連結財務諸表及び連結財務諸表に基づいています。

４．第20期第３四半期において、連結子会社であったセレクチュアー株式会社の全株式を売却し、同社を連結の

範囲から除外しました。これに伴い、当社グループは「EC事業」を終了したため、第20期においては、同事

業を非継続事業に分類し、売上収益、営業利益及び税引前四半期(当期)利益の金額は「EC事業」を除く継続

事業のみの金額に組み替えて表示しています。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

　

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度末の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本書提出日現在において当社が判断したものです。

 

(1）業績の状況

① 経営成績の概況

2017年12月期第１四半期連結累計期間（2017年１月１日～2017年３月31日）の業績は、以下のとおりです。

(単位：百万円)

 

2016年12月期
第１四半期連結累計期間
(自 2016年１月１日
至 2016年３月31日)

2017年12月期
第１四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
　至 2017年３月31日)

前年同期比

　売上収益（継続事業） 4,099 3,660 △10.7％

　営業利益（継続事業） 2,073 1,972 △4.9％

　税引前四半期利益（継続事業） 1,807 2,428 +34.4％

親会社の所有者に帰属する
四半期利益（全事業）

1,084 1,517 +40.0％
 

　

当社グループは創業以来、日本中の料理のつくり手の「今日何つくろう」という課題に対して向き合ってきま

した。昨年改めて今後の長期的な企業成長と当社グループが実現可能な社会的責任について真摯に向き合い、

「毎日の料理を楽しみにする」という企業理念に基づいて、目指していくべき事業領域の検討を行いました。当

社グループが運営するレシピサービス「クックパッド」の圧倒的な強みとノウハウ、ユーザーベースを活かして

今一度原点に返り、日本のみならず世界中の料理のつくり手の「料理」に関する様々な課題解決にむけて、更に

集中して事業展開を行うことが、当社グループの長期的な企業価値向上につながると判断しました。これによ

り、今後の方針にそぐわないグループ会社等の売却を実施し、「料理」に関する事業に集中できる環境の整備を

行ってきました。その上で当面の期間を大きな成長のための事業基盤創りに再度注力する「投資フェーズ」と定

め、サービス開発、ユーザーベースの獲得、ブランド構築に積極的に投資を行うことを決定しました。個人と社

会と地球が抱える様々な課題を、料理をとおして見つけ、考え、解決し、これからの時代にふさわしい豊かさを

「クックパッド」はつくっていくことを使命と考えています。

　「クックパッド」の2017年12月期第１四半期の国内の平均月間利用者数は、前四半期（2016年10月～12月）と

比較して282万人減少し、6,134万人（2017年１月～３月の訪問者をブラウザベースまたは端末ベースにより集計

した月別平均）となりました。海外の平均月間利用者数についても前四半期（2016年10月～12月）と比較して321

万人減少し、2,938万人（2017年１月～３月のGoogle Analyticsにより集計した月別平均）となりました。国内に

おいては、日本の人口における月間利用者数の割合が高くなっており、季節性が顕著になってきていること、ま

た主要検索エンジンによるアルゴリズムの変更等が月間利用者数に影響を及ぼしていると認識しています。な

お、投稿レシピ数については前期末と比較して７万品増加し266万品と順調に増加しています。

　海外においても国内と同様に、イベントによる季節性に加え、主要検索エンジンのアルゴリズム変更が影響し

ているものと推測しています。昨年第二本社と位置づけた英国のCookpad International Ltd. を中心として、今

後も積極的に展開していきます。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間における継続事業からの売上収益は3,660百万円（前年同期比10.7％

減）となりました。これは主に連結子会社であった「株式会社みんなのウェディング」を売却したこと及び広告

事業において、サービス開発を優先させるための販売枠の制限を行ったことによるものです。継続事業からの販

売費及び一般管理費は1,578百万円（前年同期比14.3％減）となり、当第１四半期連結累計期間における継続事業
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からの営業利益は1,972百万円（前年同期比4.9％減）となりました。一方で、「株式会社みんなのウェディン

グ」を売却したことにより金融収益が増加し、継続事業からの税引前四半期利益は2,428百万円（前年同期比

34.4％増）、非継続事業も含めた親会社の所有者に帰属する四半期利益は1,517百万円（前年同期比40.0％増）と

なりました。

なお、2016年12月期第３四半期に、連結子会社であったセレクチュアー株式会社の全株式を売却し、同社を連

結の範囲から除外しました。これに伴い、当社グループは「EC事業」を終了したため、2016年12月期第１四半期

連結累計期間においては、同事業を非継続事業に分類し、売上収益、営業利益及び税引前四半期利益の金額は

「EC事業」を除く継続事業のみの金額に組み替えて表示しています。

 
② セグメントの業績　

セグメントの業績は、以下のとおりです。

(単位：百万円)

事業別売上収益

2016年12月期
第１四半期連結累計期間
(自 2016年１月１日
至 2016年３月31日)

2017年12月期
第１四半期連結累計期間
(自 2017年１月１日
　至 2017年３月31日)

前年同期比

インターネット・メディア事業 4,051 3,590 △11.4％

　

レシピ
サービス
事業

会員事業 2,038 2,339 +14.7％

広告事業 1,306 1,121 △14.1％

買物情報事業 81 － △100.0％

その他 19 48 +151.0％

その他インターネット・メディア事業 604 81 △86.5％

 その他事業 48 70 +45.3％

合計 4,099 3,660 △10.7％
 

　

・インターネット・メディア事業　

　当第１四半期連結累計期間のインターネット・メディア事業の売上収益は3,590百万円（前年同期比11.4％

減）、セグメント利益は1,989百万円（前年同期比5.2％減）となりました。

（レシピサービス事業）

国内及び海外で展開している「クックパッド」のレシピサービスの会員事業及び広告事業等の売上収益が含ま

れています。

　当第１四半期連結累計期間における会員事業の売上収益は2,339百万円（前年同期比14.7％増）となりました。

プレミアム会員数が増加したこと及び株式会社NTTドコモが運営する「dグルメ®」等のレベニューシェアを含む通

信キャリアからの売上収益が増加したことによります。

　当第１四半期連結累計期間における広告事業の売上収益は1,121百万円（前年同期比14.1％減）となりました。

これは主にサービス開発を優先させるための販売枠の制限を行ったことによるものです。

 
（その他インターネット・メディア事業）

前連結会計年度末において、連結子会社であった「株式会社みんなのウェディング」を連結の範囲より除外し

ています。これに伴い、売上収益は81百万円（前年同期比86.5％減）となりました。
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(2）財政状態の分析

(資産)

当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ884百万円減少し、23,534百万円と

なりました。このうち、流動資産は同523百万円減少し、20,541百万円となり、非流動資産は同361百万円減少

し、2,993百万円となりました。

これらの増減の主な要因は、流動資産については、現金及び現金同等物が1,299百万円増加したこと及び売却目

的で保有する資産が1,645百万円減少したことによるものであり、非流動資産については、その他の金融資産が

502百万円減少したことによるものです。

 
(負債)

当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ1,285百万円減少し、2,193百万円

となりました。このうち、流動負債は同1,349百万円減少し、1,882百万円となり、非流動負債は同63百万円増加

し、310百万円となりました。

これらの増減の主な要因は、流動負債については、未払法人所得税等が1,228百万円減少したことによるもので

す。

 
(資本)

当第１四半期連結会計期間末における資本合計は、前連結会計年度末に比べ400百万円増加し、21,340百万円と

なりました。この主な要因は、親会社の所有者に帰属する四半期利益の計上に伴い利益剰余金が446百万円増加し

たことによるものです。

 
(3）キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前連結会計年度

残高より1,299百万円増加し、17,842百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下の

とおりです。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動により獲得した資金は、0百万円となりました。この主な要因は、税引前四半期利益2,428百万円を計

上した一方で、法人所得税等の支払額2,009百万円が生じたことによるものです。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動により獲得した資金は、2,452百万円となりました。この主な要因は、関連会社株式の売却による収入

2,047百万円が生じたことによるものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動により使用した資金は、1,082百万円となりました。この主な要因は、配当による支払い1,071百万円

が生じたことによるものです。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 331,776,000

計 331,776,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2017年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2017年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 107,174,400 107,188,800
東京証券取引所
市場第一部

 完全議決権株式であり、株
主としての権利内容に何ら限
定のない当社における標準と
なる株式です。
 また、１単元の株式数は
100株となっています。

計 107,174,400 107,188,800 ― ―
 

(注) 「提出日現在発行数」欄には、2017年５月１日から当四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

発行された株式数は含まれていません。　

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2017年１月１日～
2017年３月31日

16,800 107,174,400 4,510 5,271,993 4,510 5,271,418

 

(注) 新株予約権の行使による増加です。
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2016年12月31日)に基づく株主名簿による記載をしています。

 

① 【発行済株式】

   2017年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式       3,900 ― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 107,135,000 1,071,350
権利内容に限定のない標準
となる株式

単元未満株式 普通株式 　　　18,700 ― ―

発行済株式総数 107,157,600 ― ―

総株主の議決権 ― 1,071,350 ―
 

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が56株含まれています。

 
②【自己株式等】

  2017年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

クックパッド株式会社
東京都渋谷区恵比寿四丁
目20番３号

3,900 ― 3,900 0.00

計 ― 3,900 ― 3,900 0.00
 

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．要約四半期連結財務諸表の作成方法について

当社は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第１条の２に

定める「指定国際会計基準特定会社」の要件を満たすことから、同第93条の規定により、国際会計基準第34号「期中

財務報告」(以下「IAS第34号」という。)に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成しています。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2017年１月１日から2017年

３月31日まで)及び第１四半期連結累計期間(2017年１月１日から2017年３月31日まで)に係る要約四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けています。
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１【要約四半期連結財務諸表】

(1)【要約四半期連結財政状態計算書】

    (単位：千円)

 注記
前連結会計年度
(2016年12月31日)

 
当第１四半期連結会計期間
(2017年３月31日)

資産     

流動資産     

現金及び現金同等物  ８ 16,543,220  17,842,759

営業債権及びその他の債権  ８ 2,689,501  2,502,522

その他の金融資産  ８ 14,921  21,918

棚卸資産  19,497  28,743

その他の流動資産  151,399  145,213

売却目的で保有する資産  1,645,788  －

流動資産合計  21,064,327  20,541,155

非流動資産     

有形固定資産  318,086  311,822

のれん  995,056  1,228,711

無形資産  74,114  114,176

その他の金融資産  ８ 1,116,159  613,714

繰延税金資産  821,519  692,656

その他の非流動資産  29,999  32,384

非流動資産合計  3,354,934  2,993,464

資産合計  24,419,261  23,534,619
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    (単位：千円)

 注記
前連結会計年度
(2016年12月31日)

 
当第１四半期連結会計期間
(2017年３月31日)

負債及び資本     

負債     

流動負債     

借入金 ８ 55,765  45,915

営業債務及びその他の債務 ８ 764,354  703,783

その他の金融負債 ８ 44,663  80,446

未払法人所得税等  2,034,560  806,509

その他の流動負債  332,897  246,194

流動負債合計  3,232,238  1,882,848

非流動負債     

借入金 ８ 44,219  36,481

その他の債務 ８ －  17,135

その他の金融負債 ８ 57,511  111,972

引当金  145,317  145,389

非流動負債合計  247,047  310,977

負債合計  3,479,285  2,193,825

資本     

資本金  5,267,483  5,271,994

資本剰余金  5,264,030  5,268,541

利益剰余金  10,466,781  10,913,042

自己株式  △2,006  △2,006

その他の資本の構成要素  △54,735  △108,926

親会社の所有者に帰属する持分合計  20,941,554  21,342,645

非支配持分  △1,577  △1,851

資本合計  20,939,977  21,340,794

負債及び資本合計  24,419,261  23,534,619
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(2)【要約四半期連結損益計算書】

    (単位：千円)

 注記
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年１月１日
至　2016年３月31日)

 
 
 

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年１月１日
至　2017年３月31日)

継続事業     

　　売上収益  4,099,324  3,660,788

　　売上原価  △190,814  △108,670

　　売上総利益  3,908,511  3,552,118

　　販売費及び一般管理費  △1,840,634  △1,578,133

　　その他の収益  10,158  732

　　その他の費用  △4,813  △2,619

　　営業利益  2,073,221  1,972,098

　　金融収益  3,518  539,347

　　金融費用  △267,535  △82,455

　　持分法による投資損益（△は損失）  △2,123  －

　税引前四半期利益  1,807,081  2,428,990

　　法人所得税費用  △684,672  △911,467

　継続事業からの四半期利益  1,122,410  1,517,523

     

非継続事業     

　　非継続事業からの四半期利益（△は損失） 10 △4,183  －

　四半期利益  1,118,227  1,517,523

     

　四半期利益の帰属     

　親会社の所有者  1,084,105  1,517,797

　非支配持分  34,122  △274

　四半期利益  1,118,227  1,517,523

     

１株当たり四半期利益     

  基本的１株当たり四半期利益(△は損失)(円)    

　　継続事業 ９ 10.16  14.16

　　非継続事業 ９ △0.03  －

基本的１株当たり四半期利益合計  10.13  14.16

     

  希薄化後１株当たり四半期利益(△は損失)(円)    

　　継続事業 ９ 9.98  14.11

　　非継続事業 ９ △0.03  －

希薄化後１株当たり四半期利益合計  9.95  14.11
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(3)【要約四半期連結包括利益計算書】

    (単位：千円)

 注記
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年１月１日
至　2016年３月31日)

 
当第１四半期連結累計期間
(自　2017年１月１日
至　2017年３月31日)

四半期利益  1,118,227  1,517,523

     

その他の包括利益     

純損益に振り替えられる可能性のある
項目

    

在外営業活動体の換算差額  △215,197  △54,897

純損益に振り替えられる可能性のある
項目合計

 △215,197  △54,897

税引後その他の包括利益  △215,197  △54,897

四半期包括利益  903,030  1,462,626

     

四半期包括利益の帰属     

親会社の所有者  868,908  1,462,900

非支配持分  34,122  △274

四半期包括利益  903,030  1,462,626
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(4)【要約四半期連結持分変動計算書】

前第１四半期連結累計期間(自 2016年１月１日 至 2016年３月31日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

  親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本合計
 注記 資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
その他の
資本の
構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

2016年１月１日時点の
残高

 5,230,1725,106,560 10,597,299 △2,006 146,254 21,078,279 2,317,861 23,396,140

　四半期利益  － － 1,084,105 － － 1,084,105 34,122 1,118,227

　その他の包括利益  － － － － △215,197 △215,197 － △215,197

四半期包括利益合計  － － 1,084,105 － △215,197 868,908 34,122 903,030

　新株の発行  21,925 21,925 － － － 43,850 － 43,850

　株式報酬取引  － 225 － － △14,206 △13,981 － △13,981

　配当金 ７ － －△1,069,028 － －△1,069,028 －△1,069,028

支配の喪失とならない
子会社に対する所有者
持分の変動

 － △21,988 － － － △21,988 13,773 △8,215

所有者との取引額合計  21,925 162△1,069,028 － △14,206△1,061,147 13,773△1,047,374

2016年３月31日時点の
残高

 5,252,0975,106,722 10,612,376 △2,006 △83,149 20,886,039 2,365,756 23,251,795
 

　

当第１四半期連結累計期間(自 2017年１月１日 至 2017年３月31日)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：千円)

  親会社の所有者に帰属する持分

非支配
持分

資本合計
 注記 資本金

資本
剰余金

利益
剰余金

自己株式
その他の
資本の
構成要素

親会社の
所有者に
帰属する
持分合計

2017年１月１日時点の
残高

 5,267,483 5,264,030 10,466,781 △2,006 △54,735 20,941,554 △1,577 20,939,977

　四半期利益  － － 1,517,797 － － 1,517,797 △274 1,517,523

　その他の包括利益  － － － － △54,897 △54,897 － △54,897

四半期包括利益合計  － － 1,517,797 － △54,897 1,462,900 △274 1,462,626

　新株の発行  4,511 4,511 － － － 9,022 － 9,022

　株式報酬取引  － － － － 706 706 － 706

　配当金 ７ － －△1,071,536 － －
△

1,071,536
－

△
1,071,536

所有者との取引額合計  4,511 4,511△1,071,536 － 706
△

1,061,809
－

△
1,061,809

2017年３月31日時点の
残高

 5,271,994 5,268,541 10,913,042 △2,006 △108,926 21,342,645 △1,851 21,340,794
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(5)【要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

   (単位：千円)

 注記
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年１月１日
至　2016年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年１月１日
至　2017年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税引前四半期利益  1,807,081 2,428,990

非継続事業からの税引前四半期利益  △2,176 －

減価償却費及び償却費  78,121 28,088

金融収益及び金融費用（△は益）（注）  266,876 △518,616

持分法による投資損益（△は益）  2,123 －

営業債権及びその他の債権の増減額
（△は増加）

 298,693 199,442

営業債務及びその他の債務の増減額
（△は減少）

 △281,074 △60,073

その他  51,967 △71,763

小計  2,221,611 2,006,068

利息及び配当金の受取額  3,540 3,449

利息の支払額  △928 △411

法人所得税等の支払額  △1,799,599 △2,009,025

営業活動によるキャッシュ・フロー  424,625 81

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出  △12,671 △18,069

無形資産の取得による支出  △30,939 △45,292

投資の取得による支出  △350,694 －

投資の売却による収入  2,163 622,377

子会社の取得による支出  － △157,138

関連会社株式の売却による収入（注）  － 2,047,000

その他  66 3,530

投資活動によるキャッシュ・フロー  △392,075 2,452,408
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   (単位：千円)

 注記
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年１月１日
至　2016年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年１月１日
至　2017年３月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少）  10,000 －

長期借入金の返済による支出  △45,190 △16,299

新株の発行による収入  34,718 6,938

支払配当金 ７ △1,069,028 △1,071,536

連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取
得による支出

 △27,552 －

非支配株主からの払込みによる収入  13,500 －

その他  △1,208 △1,288

財務活動によるキャッシュ・フロー  △1,084,760 △1,082,186

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）  △1,052,210 1,370,304

現金及び現金同等物の期首残高  13,048,498 16,543,220

現金及び現金同等物の為替変動による影響  △116,772 △70,765

現金及び現金同等物の四半期末残高  11,879,516 17,842,759
 

（注）売却目的で保有する資産の売却益及び売却による収入を含んでいます。
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【要約四半期連結財務諸表注記】

１．報告企業

クックパッド株式会社（以下、当社）は日本に所在する企業です。2017年３月31日に終了した３ヶ月間の当社の要

約四半期連結財務諸表は、当社及びその子会社(以下、当社グループ)並びに関連会社に対する当社グループの持分に

より構成されています。

　当社グループは、「毎日の料理を楽しみにする」を企業理念とし、インターネット上で料理レシピの投稿・検索等

が可能な「クックパッド」を中心に事業展開しています。

 
２．作成の基礎

(1) IFRSに準拠している旨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

（平成19年内閣府令第64号）第１条の２に定める要件を満たしており、「指定国際会計基準特定会社」に該当しま

すので、同第93条の規定により、IAS第34号「期中財務報告」に準拠して作成しています。

　なお、要約四半期連結財務諸表は、年度の連結財務諸表で要求されている全ての情報を含んでいないため、前連

結会計年度の連結財務諸表と併せて利用されるべきものです。

本要約四半期連結財務諸表は、2017年５月10日に取締役会によって承認されています。

　

(2) 測定の基礎

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、公正価値で測定されている特定の金融商品等を除き、取得原価を基

礎として作成しています。

　

(3) 機能通貨及び表示通貨

当社グループの要約四半期連結財務諸表は、当社の機能通貨である日本円を表示通貨としており、千円未満を四

捨五入して表示しています。

　

３．重要な会計方針

本要約四半期連結財務諸表の作成に適用した重要な会計方針は、他の記載がない限り、前連結会計年度の連結財務

諸表において適用した会計方針と同一です。

　なお、当第１四半期連結累計期間の法人所得税は、見積平均年次実効税率を用いて算定しています。

 

４．重要な会計上の見積り及び見積りを伴う判断

要約四半期連結財務諸表の作成において、経営者は、会計方針の適用並びに資産、負債、収益及び費用の金額に影

響を及ぼす判断、見積り及び仮定の設定を行うことが義務付けられています。実際の業績は、これらの見積りとは異

なる場合があります。

　見積り及びその基礎となる仮定は継続して見直します。会計上の見積りの変更による影響は、その見積りを変更し

た会計期間及び影響を受ける将来の会計期間において認識します。

　経営者が行った要約四半期連結財務諸表の金額に重要な影響を与える見積り及び判断は、前連結会計年度の連結財

務諸表と同様です。
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５．セグメント情報

(1) 報告セグメントの概要

報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、経営会議が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものです。事業セグメントは、

他の事業セグメントとの取引を含む、収益を稼得し費用を発生させる事業活動の構成単位です。

当社グループは、商品・サービス別の事業部及び子会社を置き、各事業部及び子会社は、取り扱う商品・サービ

スについて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しています。

したがって、当社グループは、事業部及び子会社を基礎とした商品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「インターネット・メディア事業」を報告セグメントとしています。

「インターネット・メディア事業」は、料理レシピの投稿・検索サイト「クックパッド」を中心に、レシピサー

ビス等を展開しています。

「その他事業」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産婦人科を通じた妊産婦・乳幼

児向けサービス等を展開しています。

なお、2016年12月期第３四半期に、連結子会社であったセレクチュアー株式会社の全株式を売却し、同社を連

結の範囲から除外しました。これに伴い、当社グループは「EC事業」を終了したため、前第１四半期連結累計期

間においては、同事業を非継続事業に分類し、売上収益、営業利益及び税引前四半期利益の金額は「EC事業」を

除く継続事業のみの金額に組み替えて表示しています。

 
(2) 報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失及びその他の項目

報告セグメント間の売上収益は、市場実勢価格に基づいています。

当社グループの報告セグメントごとの売上収益、利益又は損失及びその他の項目は以下のとおりです。

　

前第１四半期連結累計期間（自　2016年１月１日 至　2016年３月31日）

  (単位：千円)

 
報告セグメント

その他事業 合計 調整額 連結インターネット・
メディア事業

売上収益      

 外部顧客からの売上収益 4,051,088 48,236 4,099,324 ― 4,099,324

 セグメント間の売上収益 ― ― ― ― ―

計 4,051,088 48,236 4,099,324 ― 4,099,324

セグメント利益又は損失(注) 2,098,383 △30,506 2,067,877 ― 2,067,877

その他の収益・費用(純額)     5,344

営業利益     2,073,221

金融収益・費用(純額)     △264,017

持分法による投資損益     △2,123

税引前四半期利益     1,807,081
 

(注)　セグメント利益又は損失は、売上収益から売上原価及び販売費及び一般管理費を控除しています。
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当第１四半期連結累計期間（自　2017年１月１日 至　2017年３月31日）

  (単位：千円)

 
報告セグメント

その他事業 合計 調整額 連結インターネット・
メディア事業

売上収益      

 外部顧客からの売上収益 3,590,705 70,083 3,660,788 ― 3,660,788

 セグメント間の売上収益 ― ― ― ― ―

計 3,590,705 70,083 3,660,788 ― 3,660,788

セグメント利益又は損失(注) 1,989,781 △15,796 1,973,985 ― 1,973,985

その他の収益・費用(純額)     △1,887

営業利益     1,972,098

金融収益・費用(純額)     456,891

税引前四半期利益     2,428,990
 

(注)　セグメント利益又は損失は、売上収益から売上原価及び販売費及び一般管理費を控除しています。

 

６．企業結合

記載すべき重要な事項はありません。

 

７．配当金

前第１四半期連結累計期間（自　2016年１月１日　至　2016年３月31日）

　

決議日  配当金の総額  １株当たり配当額  基準日  効力発生日

  千円  円     

2016年２月５日
取締役会

 1,069,028  10.00  2015年12月31日  2016年３月25日
 

　

当第１四半期連結累計期間（自　2017年１月１日　至　2017年３月31日）

　

決議日  配当金の総額  １株当たり配当額  基準日  効力発生日

  千円  円     

2017年２月９日
取締役会

 1,071,536  10.00  2016年12月31日  2017年３月24日
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８．金融商品の公正価値

金融商品の帳簿価額と公正価値は以下のとおりです。

 

  
前連結会計年度
(2016年12月31日)

 
当第１四半期
連結会計期間
(2017年３月31日)

  帳簿価額  公正価値  帳簿価額  公正価値

  千円  千円  千円  千円

資産：         

現金及び現金同等物  16,543,220  16,543,220  17,842,759  17,842,759

償却原価で測定される金融資産         

営業債権及びその他の債権  2,689,501  2,689,501  2,502,522  2,502,522

その他の金融資産  307,261  308,248  299,505  300,540

純損益を通じて公正価値で測定する金
融資産

        

その他の金融資産  799,898  799,898  312,206  312,206

その他の包括利益を通じて
公正価値で測定する金融資産

        

その他の金融資産  23,921  23,921  23,921  23,921

合計  20,363,802  20,364,789  20,980,913  20,981,948

負債：         

償却原価で測定される金融負債         

借入金  99,983  100,104  82,396  82,499

営業債務及びその他の債務  764,354  764,354  720,919  720,919

その他の金融負債  44,663  44,663  80,446  80,446

純損益を通じて公正価値で測定する金
融負債

        

その他の金融負債  57,511  57,511  111,972  111,972

合計  966,511  966,632  995,733  995,836
 

　

現金及び現金同等物

満期までの期間が短期であるため、帳簿価額は公正価値に近似しています。

　

営業債権及びその他の債権、営業債務及びその他の債務

当該債権債務の公正価値は、主として短期間で決済又は納付される金融商品であるため帳簿価額と公正価値がほ

ぼ同額です。

　

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産のうち、非上場株式の公正価値については合理的な方法により算定

しています。

　

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産

その他の包括利益を通じて公正価値で測定する金融資産のうち、非上場株式の公正価値については合理的な方法

により算定しています。
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純損益を通じて公正価値で測定する金融負債

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債については合理的な方法により算定しています。

 
借入金

借入金の公正価値は、一定の期間ごとに区分し、債務額を満期までの期間及び信用リスクを加味した利率により

割り引いた現在価値により算定しています。

 
公正価値で測定される金融商品について、測定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じた公正価値測定

額を、レベル１からレベル３まで分類しています。

 
レベル１：活発な市場における同一の資産又は負債の市場価格

レベル２：レベル１以外の、観察可能な価格を直接又は間接的に使用して算出された公正価値

レベル３：観察不能なインプットを含む評価技法から算出された公正価値

公正価値のヒエラルキーのレベル間の振替は、各四半期の期首時点で発生したものとして認識しています。

 
前連結会計年度（2016年12月31日）

 

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

 千円  千円  千円  千円

資産：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産 487,692  －  312,206  799,898

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する金融資産

560  －  23,361  23,921

合計 488,252  －  335,568  823,820

負債：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債 －  －  57,511  57,511

合計 －  －  57,511  57,511
 

　

当第１四半期連結会計期間（2017年３月31日）

 

 レベル１  レベル２  レベル３  合計

 千円  千円  千円  千円

資産：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融資産 －  －  312,206  312,206

その他の包括利益を通じて公正価値で
測定する金融資産

560  －  23,361  23,921

合計 560  －  335,568  336,128

負債：        

純損益を通じて公正価値で測定する金融負債 －  －  111,972  111,972

合計 －  －  111,972  111,972
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レベル３に分類された金融商品の変動は、以下のとおりです。

　

前第１四半期連結累計期間（自　2016年１月１日　至　2016年３月31日）

　

 決算日時点での公正価値測定

 
純損益を通じて
公正価値で測定する

金融資産
 
その他の包括利益を
通じて公正価値で
測定する金融資産

 
 

純損益を通じて
公正価値で測定する

金融負債

 千円  千円  千円

期首残高 168,145  241,229  43,072

利得及び損失合計 723  －  －

損益(注１) 723  －  －

購入 312,196  38,500  －

その他 －  －  △2,832

期末残高 481,064  279,729  40,240
 

(注１)　損益に含まれている利得及び損失は、決算日時点の純損益を通じて公正価値で測定する金融資産に関するも

のです。これらの利得及び損失は、要約四半期連結損益計算書の「金融収益」及び「金融費用」に含まれて

います。

　

当第１四半期連結累計期間（自　2017年１月１日　至　2017年３月31日）

　

 決算日時点での公正価値測定

 
純損益を通じて
公正価値で測定する

金融資産
 
その他の包括利益を
通じて公正価値で
測定する金融資産

 
 

純損益を通じて
公正価値で測定する

金融負債

 千円  千円  千円

期首残高 312,206  23,361  57,511

条件付対価の認識(注１) －  －  57,252

その他 －  －  △2,791

期末残高 312,206  23,361  111,972
 

(注１)　企業結合にあたり被取得企業の株式を取得した際、対価の一部を条件付対価としたことにより認識した債務

です。
　
レベル３に分類されている金融商品は、主に市場価格が入手できない非上場会社の発行する普通株式への出資及び

企業結合に伴い認識した条件付対価により構成されています。公正価値を算定する際は、主にインプットを合理的に

見積り、適切な評価方法を決定しています。

　当該金融商品に係る公正価値の測定は四半期ごとにグループ会計方針に準拠して行われ、上位者に報告され、承認

を受けています。

　なお、レベル３に分類された金融商品について、観察可能でないインプットを合理的に考え得る代替的な仮定に変

更した場合に重要な公正価値の変動は見込まれていません。
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９．１株当たり利益

基本的１株当たり四半期利益及び希薄化後１株当たり四半期利益は以下のとおりです。

　

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年１月１日
至　2016年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年１月１日
至　2017年３月31日)

親会社の所有者に帰属する継続事業からの
四半期利益（千円）

1,088,287 1,517,797

親会社の所有者に帰属する非継続事業から
の四半期利益（千円）

△4,183 －

四半期利益調整額   

新株予約権(千円) － －

希薄化後１株当たり四半期利益の計算に
使用する四半期利益（千円）
 

1,084,105 1,517,797

   

期中平均普通株式数（株） 107,018,004 107,166,897

普通株式増加数   

新株予約権（株） 1,839,572 363,007

希薄化後の期中平均普通株式数（株） 108,857,576 107,529,904

   

基本的１株当たり四半期利益（円）   

　継続事業 10.16 14.16

　非継続事業 △0.03 －

基本的１株当たり四半期利益合計 10.13 14.16

希薄化後１株当たり四半期利益（円）   

　継続事業 9.98 14.11

　非継続事業 △0.03 －

希薄化後１株当たり四半期利益合計 9.95 14.11
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10．非継続事業

当社グループは、2016年12月期第３四半期に、連結子会社であったセレクチュアー株式会社の全株式を売却し、

同社を連結の範囲から除外しました。これに伴い、当社グループは「EC事業」を終了したため、同事業を非継続事

業に分類しています。

　

(1) 報告セグメント

EC事業

 
　(2) 非継続事業の業績

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年１月１日
 至　2016年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年１月１日
 至　2017年３月31日)

非継続事業の損益   

　収益 290,460 －

　費用 △292,636 －

　非継続事業からの税引前四半期利益 △2,176 －

　法人所得税費用 △2,007 －

　非継続事業からの四半期利益 △4,183 －
 

 
　(3) 非継続事業からのキャッシュ・フロー

  (単位：千円)

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2016年１月１日
 至　2016年３月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2017年１月１日
 至　2017年３月31日)

非継続事業からのキャッシュ・フロー   

　営業活動によるキャッシュ・フロー 19,758 －

　投資活動によるキャッシュ・フロー △1,150 －

　財務活動によるキャッシュ・フロー － －

合計 18,608 －
 

 
11．後発事象

該当事項はありません。
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２ 【その他】

2017年２月９日開催の取締役会において、2016年12月31日の株主名簿に記載された株主に対し、次のとおり期末

配当を行うことを決議しました。

①　配当金の総額                                1,071,536千円

②　１株当たりの金額                                 10円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日       2017年３月24日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

2017年５月11日

クックパッド株式会社

取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   栗栖　孝彰   印

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士   坂井　知倫   印

 

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているクックパッド株

式会社の2017年１月１日から2017年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2017年１月１日から2017

年３月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（2017年１月１日から2017年３月31日まで）に係る要約四半期連結財務

諸表、すなわち、要約四半期連結財政状態計算書、要約四半期連結損益計算書、要約四半期連結包括利益計算書、要約

四半期連結持分変動計算書、要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

要約四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第93条の規定により国際会計基準

第34号「期中財務報告」に準拠して要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は

誤謬による重要な虚偽表示のない要約四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部

統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から要約四半期連結財務諸表に

対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準

に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の要約四半期連結財務諸表が、国際会計基準第34号「期中財務

報告」に準拠して、クックパッド株式会社及び連結子会社の2017年３月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了す

る第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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